
（１）2030年のあるべき姿の実現へ向けた取組の達成状況
No 達成度

(%)

経1 2016年 8,481 千円 2016年 8,481 千円 2030年 9,320 千円 ー

経2 2018年7⽉ 288,000 kＷ 2022年3⽉ 443,917 kW 2030年 700,000 kＷ 38%

社3 2016年 71.93 歳 2019年
※最新値

71.94 歳 2030年 今後検討 増加

社4 2016年 74.01 歳 2019年
※最新値

75.63 歳 2030年 今後検討 増加

社5 2019年 94.4 ％ 2021年 95.4 ％ 2030年 全国平均以上 増加

社6 2019年 94.5 ％ 2021年 95.3 ％ 2030年 全国平均以上 増加

社7 2020年7⽉ 2021年6⽉ 2025年 106%

社7 2020年7⽉ 2021年6⽉ 2030年 維持 ー

社8 2020年 ▲757 ⼈ 2021年 ▲2152 ⼈ 2030年 減少

環9 2021年3⽉ 0 % 2022年3⽉ 18 % 2025年 100 ％ 18%

環9 2021年3⽉ 0 % 2022年3⽉ 18 % 2030年 維持 ー

環10 2019年 468 ｇ 2021年 462 g 2030年 策定中 減少

環11 2017年度 ▲1.6 ％ 2030年 策定中 ー

環12 2018年7⽉ 288,000 kＷ 2022年3⽉ 443,917 kW 2030年 700,000 kＷ 38%

（２）⾃治体SDGsの推進に資する取組の達成状況（2021年〜2023年）
No 取組名 指標名 達成度

（％）

1
①先進のまちを⽬指した新た
なビジネスやイノベーションの創
出

再⽣可能エネルギー導⼊量 2018年7⽉ 288,000 kW 2022年3⽉ 443,917 kW 2023年 470,000 kW 38%

2
①先進のまちを⽬指した新た
なビジネスやイノベーションの創
出

起業件数（創業件数） 2019年 317 件 2021年 348 件 2023年 340 件 135%

3 ➁地域経済における⾃律的好
循環の形成 従業者⼀⼈あたり市内GDP 2016年 8,481 千円 2016年 8,481 千円 2023年 今後検討 ー

4 ➁地域経済における⾃律的好
循環の形成 市内新規雇⽤者数 2015年〜2019年 22,628 ⼈ 2020年〜2021年 11,235 ⼈ 2020年〜2024年 30,000 ⼈ 37%

5 ➁地域経済における⾃律的好
循環の形成 市内企業への新卒就業者数 2019年 4,106 ⼈ 2021年 4,147 ⼈ 2024年 4,600 ⼈ 8%

6 ➁地域経済における⾃律的好
循環の形成

温室効果ガス排出量の削減率
（2005年度⽐）

2017年
※2005年

基準
▲1.6 ％ 2023年 今後検討 ー

7 ➁地域経済における⾃律的好
循環の形成 実質公債費⽐率 2019年 9.9 % 2021

年 10.3 % 2023年 今後検討 増加

8 ➁地域経済における⾃律的好
循環の形成 将来負担⽐率 2019年 170.8 2021

年 150.0 % 2023年 今後検討 減少

9 ➂働く場の地⽅分散・柔軟な
働き⽅の普及 社会動態の増減 2020年 ▲757 ⼈ 2021年 ▲2152 ⼈ 2030年 減少

10 ➂働く場の地⽅分散・柔軟な
働き⽅の普及

「北九州市に住んでよかった、ずっ
と住み続けたい」と答えた市⺠の
割合

2020年 82 ％ 2021年 83 ％ 2024年 90 ％以上 13%

11 ④新たな企業価値を⽣み出す
ＳＤＧｓ経営の普及

（仮称）ＳＤＧｓパートナー
シップ制度登録企業数 0 社 2021年 373 社 2023年 300 社 124%

12 ④新たな企業価値を⽣み出す
ＳＤＧｓ経営の普及 市⺠のＳＤＧｓ認知度 2020年 44.9 % 2021年 52.3 % 2023年 毎年増加 増加

13 ①ダイバーシティの推進等によ
る誰もが活躍できる場の創出 保育所待機児童数 2020年3⽉ 0 ⼈ 2021年4⽉ 0 ⼈ 2023年 0 ⼈ 維持
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福岡県北九州市　第2期ＳＤＧｓ未来都市計画︓計画期間2021年〜2023年

2018年度

No 取組名 指標名 達成度
（％）

14 ①ダイバーシティの推進等によ
る誰もが活躍できる場の創出 ⼥性就業率 2015年 70 % 2015年 70 % 2023年 73 % ー

15 ①ダイバーシティの推進等によ
る誰もが活躍できる場の創出

北九州市の付属機関等の
⼥性委員の参画率 2020年7⽉

付属機関等の⼥
性委員参画率が
平均で50％を超

えている
（53.1％）

% 2021年6⽉

付属機関等の⼥
性委員参画率が
平均で50％を超

えている
（53.3％）

%  2023年

付属機関ごと
に男⼥⽐率の
均等を⽬指
し、全体で

50％以上を⽬
指す

％以上 106%

16 ①ダイバーシティの推進等によ
る誰もが活躍できる場の創出 ⼥性管理職⽐率（市職員） 2019年 13.1 % 2021

年 14.5 % 2023年 15.0 % 74%

17 ①ダイバーシティの推進等によ
る誰もが活躍できる場の創出 北九州イクボス同盟加盟企業数 2021年3⽉ 170 社 2022年3⽉ 222 社 2023年 300 社 40%

18 ①ダイバーシティの推進等によ
る誰もが活躍できる場の創出 福祉施設から⼀般就労への移⾏ 2019年 229 ⼈ 2021年 254 ⼈ 2023年 今後検討 増加

19 ➁市⺠参加型の活動による
⽣活の質（ＱＯＬ）の向上 世代別の地域活動参加率 2020年 42.1 % 2021

年 33.9 ％ 2023年 今後検討 減少

20 ➁市⺠参加型の活動による
⽣活の質（ＱＯＬ）の向上

⼈⼝1⼈当たりの刑法犯認知件
数（刑法犯認知件数／総⼈
⼝）

2019年12⽉ 6,127 件 2021年12⽉ 5,109 件 2024年 4,500
件以下、
政令市ベ

スト3
63%

21 ➂市⺠の健康（幸）寿命の
延伸 健康寿命（男性） 2016年　 71.93 歳 2019年

※最新値
71.94 歳 2023年 今後検討 増加

22 ➂市⺠の健康（幸）寿命の
延伸 健康寿命（⼥性） 2016年　 74.01 歳 2019年

※最新値
75.63 歳 2023年 今後検討 増加

23 ➂市⺠の健康（幸）寿命の
延伸 １⼈あたり公園⾯積 2020年 12.63 ㎡ 2021

年 12.87 ㎡ 2023年 今後検討 増加

24 ④変⾰を⽀え、リードする教
育・⼈材育成の推進

「⼦育てしやすいまち」と感じる
市⺠（⼦育て世代）の割合 2019年 88.6 % 2021

年 90.5 ％ 2024年 90 %以上 136%

25 ④変⾰を⽀え、リードする教
育・⼈材育成の推進

⼈の役に⽴つ⼈間になりたいと思
う児童⽣徒の割合（⼩学⽣） 2019年 94.4 ％ 2021年 95.4 ％ 2023年 全国平均以上 増加

26 ④変⾰を⽀え、リードする教
育・⼈材育成の推進

⼈の役に⽴つ⼈間になりたいと思
う児童⽣徒の割合（中学⽣） 2019年 94.5 ％ 2021年 95.3 ％ 2023年 全国平均以上 増加

27 ➄感染症に対応した安⼼して
暮らせる社会の構築 感染症予防研修会参加施設数 2019年 441 施設 2021

年 375 施設 2023年 今後検討 減少

28 ①脱炭素エネルギーの安定的
な供給体制の構築

公共施設再エネ100％電⼒化
達成率 2021年3⽉ 0 % 2022年3⽉ 18 % 2025年 100 ％ 18%

29 ➁市⺠・企業との協働による
循環システムの構築

市⺠１⼈⼀⽇あたりの
家庭ごみ量 2019年 468 g 2021

年 462 g 2023年 今後検討 減少

30 ➁市⺠・企業との協働による
循環システムの構築

ごみのリサイクル率
（かん・びん・ペットボトルなど） 2019年 28.0 % 2021年 27.9 % 2023年 今後検討 減少

31 ➂コンパクトなまちの形成による
ストック型社会の創造 空き家率 2018年 15.8 % 2023年 今後検討 ー

（３）ＳＤＧｓ未来都市計画推進のKPI達成に係る評価及び課題等
　本市では、真の豊かさにあふれ、世界に貢献し、信頼される「グリーン成⻑都市」を2030年のあるべき姿とし、各種取組みを進めている。
　⼈と環境の調和により、新たな産業を拓く、「経済」の分野では、「再⽣可能エネルギー導⼊量」について、2030年の700000kＷに向け、今後も北九州市地球温暖化対策実⾏計画に基づく順調な進捗が⾒込まれる。
　⼀⼈ひとりが⾏動し、みんなが輝く社会を拓く、「社会」の分野では、「⼈の役に⽴つ⼈間になりたいと思う児童⽣徒の割合」が増加しており引き続き、持続可能な社会を創る担い⼿の育成を図っていく。また、積極的な呼びかけや情報
共有を通じて、「付属機関等の⼥性委員の参画率」の上昇等に努めている。
　世界のモデルとなる持続可能なまちを拓く、「環境」の分野では、「公共施設再エネ１００％電⼒化達成率」について、⽬標である2025年の100％に向けて引き続き推進していく。
　その他、2020年10⽉、本市は2050年までに脱炭素社会の実現を⽬指す「ゼロカーボンシティ」を表明した。この実現に向け、2021年2⽉、再エネ100%電⼒を普及するためのロードマップである「再エネ100％北九州モデル」を発表
し、再⽣可能エネルギーの普及・拡⼤に取組むほか、本市が共同発起を務める「ゼロカーボン市区町村協議会」を通じて、⾃治体相互の連携による、脱炭素社会の実現に向けた取組みを推進していく。

空き家率は5年に１度しか出
ないため、2021年度の数字
は出ない

当初値 2021年
実績

2022年
実績

2023年
実績

2023年
⽬標値




